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年に日本造船振興財団から，宮脇 昭（編）の『日本植生誌 北海道』が 1988年に発行されている。『自然
環境保全基礎調査 特定植物群落調査報告』が，1978，1988，1997年に発行され，道内の重要な植物群落の
記載や定期的な状況把握がおこなわれている。地域的な植物群落把握の調査としては，伊藤浩司・佐藤 謙に






（高橋英樹：〒060―0810 札幌市北区北 10条西 8丁目 北海道大学総合博物館 TEL：011―706―4508
FAX：011―706―4508）
図 47．北海道の希少野生生物
























県内の一地域を記録したものに『十和田湖・八甲田山の植物』（村井三郎 1930年 青森営林局 B 5判





発表した。後に籾山泰一も樹木を担当し，これらを総合しMasami Mizushima and Osamu Mori『A check-list









北方新社 A 5判 167頁 絶版）には植物のことが多く書かれているが，個々の詳しい説明は少ない。石川
茂雄『ふるさとの植物 津軽編』（1972年 津軽書房 B 6判 226頁）は，あとがきによれば，昭和 45年
から 46年の 1年 8ヶ月間，陸奥新報に 70回連載したものをべ一スに纏めたものである。石川茂雄『津軽西
海岸の植物』（1975年 津軽書房 A 4判 103頁）には津軽半島の日本海側の砂丘と湿原及び湖沼の植生も
紹介されている。西津軽の植物編集委員会（編）『西津軽の植物』（1982年 西津軽郡教職員組合）は独自の
調査と文献からの引用で作られた目録があるが，記録数は計算されていない。岩崎村植物調査委員会（編）『岩
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植物研究振興会 代表木村 啓 62頁），原田敏弘『十二湖の植物』（1979年 青森県植物研究振興会 56
頁），井上 守『津軽半島の植物群』（1972年 中里町理科研究部会 非売品）等々もある。またランの写真
集が 2部でており，沼田俊三『青森県のラン』（1989年 A 4判 195頁 自費出版 絶版）には八甲田山の
ミスズランや六ヶ所村と田子町のイシヅチラン，岩崎村のべニシュスラン，東通村のクシロチドリ，平賀町の
























『むつ小川原地域現存植生図』（宮脇 昭他 1974年 東北地方建
設局）もあるが現況が変わってきている。『青森県自然環境保全基礎
調査報告書』（1976年 青森県 A 4判 192頁 非売品）には「青
森県現存植生図・すぐれた自然区域図・植生自然度図」（1 : 200,000）
も含まれている。『特定植物群落調査報告書』（環境庁委託 1978年
青森県 219頁 非売品）もある。植生図は 20余年以上経っている
のでかなりの変動がある。
（細井幸兵衛：〒038―0004 青森市富田 5丁目 29―2）
図 49．青森県レッドデータブック普及版



























































年），宮守村（大森鉄雄 1967年），御箱崎半島（笹村祥二 1969年），陸前高田市沿岸部（吉田 繁 1975
年），釜石市三貫島（井上幸三 1991年），葛丸川流域（玉川七郎 1974年），和賀岳（須川直義・熊谷明彦
北上市立博物館 1975，1977年），砥森山（小水内長太郎 1975年），毒ケ森山塊（大森鉄雄 1976年），
尻平川源流地帯（大森鉄雄 花巻市教育委員会 1980，1982年），大峰山（小水内長太郎 1982年），真昼
岳（大森鉄雄 1982年），滝沢村春子谷地（北上弥逸 1983年），湯田町湯川沼（井上幸三 1983年），釜石
市洞泉石灰山（小水内長太郎・鈴木弘文 1985年），種山高原（小水内長太郎・高野祐晃 江刺市教育委員会
1986 年），遠島山（関根清正 1985年），南本内岳（大森鉄雄・高橋 久 1985，1994年），高下岳（大森鉄
雄・高橋 久 1987年），ツブ沼・鞍掛沼（井上幸三・吉田 稔・千葉愛子 1988年），安代町（戸澤順子
1988年），胡四王山（大森鉄雄 1989年），安代町御月山の風穴（北上弥逸 1989年），久慈平岳（関根清正
1989，2002年），自鏡山（松岡洋一 1990年），牛形山（大森鉄雄・高橋 久 1993年），山・ケ崎（小
水内長太郎 1994年），女神岳（大森鉄雄 1996年），種差海岸（関根清正 1998年），衣川村月山神社境内




COPHORUS』を年に 1回発行している。事務局は，盛岡市加賀野 2―6―1 岩手大学附属小学校内にある。
「東北森林科学会」は，会長は由井正敏で，講演会・研究発表会・見学視察等の実施，機関誌（年 2号）・図
書の刊行，表彰等の事業を推進している。事務局は山形大学と岩手大学が交替し合って担当している。
「（財）東北地域環境計画研究会」は，会長が村井 宏で，年 2回の公開行事，年 4回の研究懇話会，ニュ
ース発行，国際交流事業，受託調査，研究費の助成等を実施している。2000年度は，「早池峰地域自然環境調
査」と「緑のグランドデザイン基本構想策定」等の調査研究を行った（毎年数件）。事務局は，盛岡市大通り


































































（大森鉄雄：〒025―0097 岩手県花巻市若葉町 1―5―6 TEL：0198―22―2558）
















生植物目録 第 4版』（1993年 A 6判 57頁），内藤俊彦（編）























































上）は 547種が収録され，その内訳は絶滅 20種，野生絶滅 0種，絶滅危惧類 188種，絶滅危惧類 135













（上野雄規：〒982―0843 宮城県仙台市太白区茂ケ崎 2―1―1 仙台市野草園 TEL：022―222―2324 FAX：
022―222―9155）
図 52．宮城県の希少な野生動植物









ミズゴケ属 16種を掲載している（B 5判 64頁）。本書は版を重ね，2000年発行の『第 9版』（秋田植生研
究会）からは藤原陸夫のほか松田義徳，阿部裕紀子が著者として参画している。A 4判，143頁（分類系順，






































図 53．秋田県植物目録 第 9版






















































秋田県の植生誌はまだ作成されていないが，宮脇 昭（編）『日本植生誌 東北』（1987年 至文堂）では，
東北地方の特色のある地域の植生として白神山地，男鹿半島，鳥海山をとりあげ，県内の 13地域とあわせて
詳細な群落記載をしている。
（松田義徳：〒012―0804 秋田県湯沢市杉沢字森道上 239 FAX：0183―72―3468）
































































































類の世界』（斎藤 慧 2001年），『ふくしまの水生植物』（薄葉 満 2002年）がある。古いものとしては小
林 勝・蜂谷 剛（監修）『ふくしま動物・植物誌』（1974年 福島民報社 絶版），斎藤 慧『ふくしまの高
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県植物誌編さん委員会」が母体となって 1988年に発足した「福島県植物研究会」（樋口利雄会長）は，『フロ
ラ福島』（年 1回発行 現在第 19号）の発行の他，年 2回の観察会・研究発表会を行っている。1957年に吉
岡邦二，小林 勝らを中心に発足した「福島生物同好会」（五十嵐彰会長）は，福島大学学芸学部（現教育学
部）の生物学教室の卒業生を中心とする同好会で，『福島生物』（年 1回発行 現在第 44号）を発行している。
折笠常弘，馬場 篤，斎藤 慧らによって 1959年に発足した「会津生物同好会」（折笠常弘会長）は会津地









































どで，実質 2年間の調査で約 2,600件のデータを集め，とり図 57．レッドデータブックふくしま I
植物地理・分類研究 第 50巻第 2号 2002年 12月
－ 160 －
まとめた。他の生物群と統一した福島県独自のカテゴリー区分で，コケ植物を含む植物は絶滅 7種類，絶滅
危惧 310種類，準絶滅危惧 140種類，希少 168種類，注意 8種類，未評価 148種類が挙げられ，選定根拠，
県内の分布・生育状況，生育に影響を与えている要因，特記事項，文献の他，絶滅危惧と準絶滅危惧の一部の













年に環境庁により 5万分の 1の『第 2回自然環境保全基礎調査（植生調査）現存植生図』，『第 3回自然環境
保全基礎調査（植生調査）現存植生図』が出版されている。一般向けに書かれた植生に関する書籍としては，
樫村利道『尾瀬ヶ原と赤井谷地』（2000年 歴史春秋社）がある。
（黒沢高秀：〒960―1296 福島市金谷川 1 福島大学教育学部 TEL：024―548―8201 FAX：024―548―3181
E-mail：kurosawa@educ.fukushima-u.ac.jp）


























































































































































木県現存植生図作成報告」によると思われる（薄井 宏 1972年 文化庁）。1974年にはすぐれた自然図を









（福田廣一：〒321―0685 栃木県宇都宮市睦町 2―2 栃木県立博物館 TEL：028―634―1311 FAX：028―634
―1310 E-mail：hiroichi@pref.tochigi.jp）
図 61．とちぎの植生（植物群落）















































証拠となったものである。整理ずみ標本は館独自の収蔵管理システムにより，2002年 5月 21日現在 16,427
図 62．群馬県植物誌 改訂版


























昭他 1984年）が代表的なものとしてあげられ，特に前者には福島・新潟県側も含めた 1万分の 1植生図な
どが添付されている。
（大森威宏：〒370―2345 群馬県富岡市上黒岩 1674―1 群馬県立自然史博物館 TEL : 0274―60―1200 FAX :
0274―60―1250 E-mail : ohmori@gmnh.pref.gunma.jp）
図 63．群馬県の絶滅のおそれのある野生生物
植物編































町（現鶴ヶ島市）史 自然編 II 鶴ヶ島の植物』（1991年），日高町史編集委員会等（編）『日高町（現日高
市）史 自然史編』（1992年），都幾川村史編さん委員会（編）『都幾川村史 地理編 第 1章・第 4節 植
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た。さらに，その他の分類群（コケ植物 101種類，藻類 31種













（安田啓祐：〒338―8570 埼玉県さいたま市下大久保 255 埼
玉大学教育学部 TEL：048―858―3218）
図 65．さいたまレッドデータブック 植物編




















版とパソコン利用の植物リスト作成法の改良」（『清澄』 13 : 13
―28頁），天野 誠・遠藤泰彦・御巫由紀・大場達之（1995年）
「千葉県産維管束植物チェックリスト」（『千葉中央博自然誌研










誌 本編 1 千葉県の自然』（789頁 千葉県），千葉県史料研究財団（編）（1998年）『千葉県の自然誌 本
編 4千葉県の植物 1―細菌類・菌類・地衣類・藻類・コケ類』（837頁 千葉県），千葉県史料研究財団（編）





















―238頁，535―595頁 君津市）。川名 興・天野 誠（1997年）「袖ヶ浦市の維管束植物リスト」（『袖ヶ浦市
史基礎資料調査報告書 11』80―121頁）。折目庸雄（1999年）「酒々井の植物」（『千葉県印旛郡酒々井町植
物誌 千葉県植物誌資料特集 3』64頁）。大野景徳（2000年）「鎌ヶ谷市植物目録」（『鎌ヶ谷市史 資料編 VII
（自然）』370―399頁）。大場達之・村田威夫・谷城勝弘・倉俣武男・木村陽子・小滝一夫・岩瀬 徹・篠崎秀
次・島田秀一・小沢克巳他（2000年）『維管束植物フロラ（植物種類相）調査』（3―112頁＋1,489分布図）。

















点。3）行方沼東標本シダ 9,198点，種子植物 210点。4）浅野貞夫標本 7,416点。5）折目庸雄標本約 8,000





























誌 本編 5 千葉県の植物 2 植生』がある。植物社会学的な立場から千葉県の植物群落全般をとりまとめた
仕事はまだない。
この原稿を草するにあたり御巫由紀，天野 誠，木村陽子氏のご助力を得た，記して御礼申し上げたい。
（大場達之：〒158―0083 東京都世田谷区奥沢 8―21―2 TEL：03―3701―6291 E-mail：ohba@ec.catv.ne.jp）























で 3,421種，保護対象種 642種。伊豆諸島で 1,313種，保護対










シダ植物については，「東京都のシダ植物」（芹沢俊介 1974年 『文化財の保護』第 7号）がある。これは
島嶼を含んでいないが，標本の裏づけのある資料である。
ii）東京都 23区






年に『続・江東区の野草』（江東区総務部広報秘書室（企画編集） 浅井康弘・飯泉 優他（解説） 東京都江
東区）が出版されている。一般向けのオール・カラー図鑑ではあるが，末尾に「江東区の野草リスト」があり，
とくに帰化植物についての記載が目立つ。樹木は含まれていない。
○目黒区／『街の自然 12か月 資料編 目黒区産動植物目録』（東京都目黒区土木部公園緑地課（編） 1985
年 東京都目黒区 80頁）。これは一般向けに出版した『街の自然 12ケ月』の調査資料（標本など）をもと
にまとめたものである。
○北区／『北区植物調査報告書』（北区環境保全課（編集） 1987年 東京都北区 110頁）。維管東植物目録，
図 68．東京都の野生生物種目録 1998年版





自然史研究会（文献収集） 1988年 杉並区都市環境部保全課 98頁）。これは文献のみであるが，植物誌作
成のためには重要な資料となる。










○青梅市／『青梅市の自然 II（動物・植物編）』（飯泉 優・曽根伸典他 1982年 東京都青梅市教育委員
会 534頁）。




○八王子市／「高尾山植物目録」（高尾山植物調査会 1989年 東京都高尾自然科学博物館 30頁），「武蔵
陵墓地（多摩御陵）の植物」（畔上能力・谷本丈夫・豊田武司 1991年 『東京都高尾自然科学博物館研究報





































京都大島公園事務所 408頁），『東京都大島町史 自然編』（大島町史編さん委員会 2000年 東京都大島町



















































（A～Dおよび後書きは畔上能力：〒193―0932 東京都八王子市緑町 900―16 TEL & FAX : 0426―27―6388．
Eは森廣信子：〒193―0844 東京都八王子市高尾町 2436 東京都高尾自然科学博物館 TEL：0426―61―
0305 FAX：0426―62―9407）

































年 愛川町教育委員会），綾瀬市（編）『動物・植物データ集』（2000年 綾瀬市），綾瀬市（編）『綾瀬市史 8
別編自然』（2001年 綾瀬市）など，市町村域あるいは小地域の植物相調査が相次いで公表されており，現在




















































































崎 仁），弥彦山（1981年 伊藤 至），三島郡出雲崎町小木
ノ城山（1993年 石沢 進），栃尾市守門岳（1970年 西山邦夫），南魚沼郡塩沢町金城山（1977年 尾崎
富衛他），十日町市当間山（1973年 西山邦夫），西頸城郡青海町黒姫山（1978年 石沢 進）などがある。
上記以外にも渓谷や小地域における植物相が報告されている。
1980～2000年にわたって植物同好じねんじょ会が池上義信（監修）・石沢 進（編集）の『新潟県植物分布
図集 第 1～20集』（A 4判）を刊行して 1,250種の分布図を公表している（一部品切れ，11集以後一部コケ
植物を含む）。その分布図を引用して『ユキツバキを指標とした植物分布―新潟県における日本海要素の分布






版第 2刷 新潟日報事業社），山本敏夫の『新潟県樹木図鑑』（1999年 改装版第 2刷 新潟日報事業社），




ものには，『越後 新津丘陵に生きる里山の植物』（1996年 石沢 進（監修） 新潟県都市緑化センター），『栃
尾の植物』（1984年 笹岡 茂・種村清作），『柏崎の植物』（1981年 柏崎の植物編集委員会）などがある。
各地の地区理科センターで刊行した写真と簡単な解説を加えた案内書も多く出ている。
（B）研究機関
新潟大学理学部生物学科では『新潟大学理学部紀要 Ser. D（Biol．）』第 1号（1964年）から第 31号（1994
年）まで刊行し，植物では主に海藻類の分類に関する報告がある。また 1984～1992年の間に『新潟県植物分
布調査記録 1～3集』の報告書，理学部弥彦植物調査施設から 1994～1997年に『新潟：弥彦連山の植物 第
図 72．越後の植物誌（III）































佐渡の植物刊行会では，主に伊藤邦男により『佐渡の植物』第 1集（1982年），第 2集（1984年），第 3



















































（石沢 進：〒956―0816 新津市東町 2丁目 5―6 地域学園内
新津植物資料室 TEL & FAX：0250―22―9686）
図 74．レッドデータブックにいがた














































（http : //www.pref.toyama.jp/sections/1709/redlist 2.htm）。植物は 387種類が選定されている。2002年に発
図 75．富山県植物誌






































































































































































自然環境 第 2分冊 植生』（1977年 34頁 石川県）が最
図 78．石川県の絶滅のおそれのある野生生物
＜植物編＞
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年）1 : 50,000の各図幅である。説明書は，環境庁『第 3回自
然環境保全基礎調査植生調査報告書（石川県）』（1988年 環
境庁）であるが，やや旧くなっている。現在，環境省による新

















（古池 博：〒921―8062 金沢市新保本 2―14―1 石川県地域植物研究会 TEL：076―249―5204 FAX：076―
249―0533 E-mail：furuike-h@muh.biglobe.ne.jp）
図 79．石川県植生誌

















でに収蔵された 2,356種類（変形菌植物 67，緑藻植物 15，褐藻植物
39，紅藻植物 55，真菌植物 53，地衣植物 22，蘚苔植物 151，シダ










第 3巻は『福井の樹木』で約 430分類群，第 4巻は『福井のシダと

















福井市自然史博物館（FUKUI）には約 57,500点の標本があり，堀 芳孝，渡辺定路，林 幸子，小林貞
図 80．福井県植物誌
図 81．福井県植物図鑑 ～




























（A～Cは渡辺定路：〒910―0003 福井市松本 4―3―25. D～Eは横山俊一：〒910―8507 福井市文京 3―9―1
福井大学教育地域科学部理科教育 TEL：0776―27―8696 FAX：0776―27―8524 E-mail：yokoyama@edu
00.f-edu.fukui-u.ac.jp）






員会 B 5判 380頁）山梨県の植生概要，地域ごとの植物分布，シダ植物以
上 2,116種等が記載されている。
植松春雄『山梨の植物誌』が 1981年井上書店から刊行された（B 5判 595
頁）。リストアップされた種は県発行のものよりかなり多い。県植物の構成要
素，地域別の植物分布，県内関係の植物命名資料等が記載されている。
地域のフローラとしては，『三つ峠の自然界』（篠原 博 A 5判 161頁
1977年 サンニチ印刷），『南アルプアスの植物』（植松春雄 A 5判 585頁
1967年 井上書店），『山梨県巨樹名木誌』（秋山樹好 A 5判 192頁 1974
年 自費出版），『植物観察図集』（秋山樹好 B 5判 205頁 1977年 自費
出版），『山梨県巨木誌』（山梨県植物研究会 B 5判 473頁 1994年 山梨
県植物研究会），『山梨の植物』（植松春雄 A 5判 415頁 1958年 井上書









会誌は『山梨植物研究』を年 1回発行し 2002年で第 15号である。


















（中込司郎：〒400―0125 山梨県中巨摩郡敷島町長塚 246 TEL & FAX：055―277―3663）
図 82．山梨の植物誌















『下水内郡植物誌』（1956年 下水内郡教育会 129頁）。『上伊那誌 自然編』（1965年 上伊那誌編纂会
673―839頁）。『東筑摩・松本市誌 第 1巻 自然』（1957年 東筑摩・松本市郷土資料編纂会 877―1,178頁）。
『上田小県誌 第 4巻 自然編』（1963年 上田小県誌刊行会 593―687頁），『上田小県誌 第 5巻 資料・
補遺編（2） 自然』（1973年 147―190頁）。『上伊那誌 自然編』（1965年 上伊那誌編纂会 673―839頁）。
『長野県上水内郡誌 自然編』（1970年 上水内郡誌編集会 823―1,013頁）。『山ノ内町誌 自然編』（1971
年 山ノ内町教育委員会 180―265頁）。『信州 佐久の植物』（1975年 佐久教育会 516頁）。『南安曇郡誌
第 1巻』（1979年 南安曇郡誌改訂編纂会 837―980頁）。『坂城町誌 上巻 自然編』（1979年 町誌刊行
会 176―290頁）。『清内路村誌 自然』（1982年 清内路村 24―170頁）。『本郷村誌』（1983年 本郷村誌
編纂会 161―240頁）。『波田町 自然民俗編』（1983年 波田町誌編纂委員会 291―436頁）。『大町市史
自然環境 資料』（1984年 大町市史編纂委員会 451―744頁）。『原村誌 上巻 第 1編自然』（1985年
原村 105―140頁）。『茅野市史 別巻 自然』（1986年 茅野市 245―382頁）。『佐久市志 自然編』（1988
年 佐久市志編纂委員会 491―702頁）。『麻績村誌 上巻』（1989年 麻績村誌編纂委員会 76―103頁）。『村
誌 さかきた 上巻』（1990年 坂北村誌編纂会 195―297頁）。『南佐久郡高等植物目録』（1990年 南佐久
郡誌刊行会 131頁）。『塩尻市誌 自然』（1991年 塩尻市誌編纂委員会 615―995頁）。『堀金村誌 上巻』
（1991年 堀金村誌編纂委員会 146―263頁）。『戸倉町誌 第 1巻 自然編』（1991 町誌編纂委員会 311―
397頁）。『飯山市誌 自然環境編』（1991年 飯山市誌編纂委員会 285―458頁）。『富士見町誌 上巻』（1991
年 富士見町教育委員会 157―196頁）。『生坂村誌 自然編』（1992年 生坂村誌編纂委員会 256―340頁）。
『奈川村誌 自然編』（1992年 奈川村誌編纂委員会 127―178頁）。『上久堅村誌 自然環境』（1992年 村
誌編纂委員会 55―78頁）。『小谷村誌 自然編』（1993年 小谷村誌編纂委員会 505―660頁）。『八坂村誌
自然編』（1993年 八坂村誌編纂委員会 461―634頁）。『根羽村の植物』（1993年 根羽村 35―278頁）。『望
月町誌 自然編』（1994年 望月町誌刊行会 311―479頁）。『山口村誌』（1995年 奥原弘人 35―105頁）。
『南佐久郡誌 自然編』（1995年 南佐久郡誌刊行会 3―368頁）。『白馬村誌 自然環境編』（1996年 白馬
のあゆみ編纂委員会 337―458頁）。『松本市史 第 1巻 自然編』（1996年 松本市編纂委員会 694―901
頁）。『木曽・楢川村誌 自然』（1996年 楢川村誌編纂委員会 249―374頁，植物目録 524―588頁）。『木
祖村誌』（1997年 木祖村誌編纂委員会 215―288頁）。『真田町誌 自然編』（1997年 真田町誌編纂委員会
249―310頁）。『美麻村誌 自然編』（2000年 美麻村誌編纂委員会 293―382頁）。『長野市誌 自然』（2000
年 長野市誌編纂委員会 195―344頁）。『下伊那誌 生物編』（2001年 下伊那教育会編 7―239頁）。『上田







『日本南アルプス寒地植物誌』（1959年 621頁）。清水建美『更級埴科地方誌 自然編』（1966年 511―616





































物ハンドブック』（1984年 433頁 銀河書房），（県内 58地点の植物目録，文献，市町村（14地区）の植物
目録）。奥原弘人『木曽の植物』（1985年 236頁 信濃毎日新聞社），（丘陵帯・低山帯・亜高山帯・高山帯








信濃毎日新聞社），（自然と景観，植物のいとなみ）。高橋 勧『雪国飯山の植物』（2000年 149頁 信毎書
籍），（植物分布の概況，地区別の植物，帰化植物，特記すべき植物，高等植物目録）。
図 83．長野県植物誌
















「東館山高山植物園」標高 2,030 m 志賀山リフト株式会社経営，3万坪に群生する 500種余りの代表的で珍
しい高山植物を保護・増殖している。
「戸隠森林植物園」1968年開園，植物園は標高 1,200 m～1,250 mにある。3分の 1は湿地であるが，丘に登










































生絶滅 0種，絶滅危倶 IA類 280種，絶滅危倶 IB類 224種，
絶滅危倶 II類 136種，準絶滅危倶 119種，情報不足 67種，







宮脇 昭（編）『長野県の植生図』第 1集～第 4集（付着色植
生図 49枚）），（1973―1976年 長野県植生図作製調査団 長
野県）。宮脇 昭（監修）『長野県の植生自然度図』（付着色植
生図 49枚），（1976年 長野県植生自然度調査委員会 長野
県）。宮脇 昭（編）『長野県の潜在自然植生図』第 1集，第 2集（付着色植生図 49枚），（1977―1978年 長
野県植生図作製調査団 長野県）。宮脇 昭（編）『長野県の現存植生群落組成表』（1979年 本文 411頁
本文以外の組成表 177枚），（長野県自然植生 73群落，代償植生 48群落）。鈴木兵二（監修）『霧ケ峰の植物』




（松田行雄：〒390―0802 長野県松本市旭 1―9―1 TEL & FAX：0263―33―8605）
図 85．長野県の植生









































誕二百年記念事業会 1984年 B 5判 513頁）が刊行されている。慾斎について様々な方面から解説され
ており，貴重な文献である。
（C）標本庫




































































近田文弘『静岡県の植物群落』（1981年 第一法規出版 絶版）と静岡県から宮脇 昭他『静岡県の潜在自
然植生』（1987年）が発行されている。
（湯浅保雄：〒422―8529 静岡県静岡市大谷 836 静岡大学農学部 TEL：054―238―4839 E-mail：afyyuas
@agr.shizuoka.ac.jp）
図 88．静岡県植物誌

















































































惧 IA類 11種，IB類 11種，II類 6種，準絶滅危惧 21種，苔
類は山田耕作氏が担当し，絶滅（野生絶滅を含む）3種，絶滅












（芹沢俊介：〒448―8542 愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢 1 愛知教育大学生物学教室 TEL：0566―26―2363
FAX：0566―26―2310）
図 89．レッドデータブックあいち 植物編 2001
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シダ植物』はこの会が発行。コケ植物に関する会として「三重コケの会」がある。会誌『三重コケの会ニュー






























（山本和彦：〒519―3647 三重県尾鷲市小川西町 8―40 TEL & FAX：05972―3―2696 Email：paliurs@mtu.
ne.jp）
図 91．自然のレッドデ ターブック・三重














































で，滋賀県産標本は 2,000点未満である。村瀬忠義標本は総数約 77,000点あり，滋賀県産標本が約 50,000
点，県外産標本約 27,000点で，滋賀県産標本の大半が整理・配架されつつある。この滋賀県産標本は滋賀県
図 92．滋賀県植物誌







































（村瀬忠義：〒526―0067 滋賀県長浜市港町 1―8 TEL & FAX：0749―63―9006）
図 93．滋賀県で大切にすべき野生生物 2000
年版






最もまとまった本は竹内 敬『京都府草木誌』（1962年 A 5判 157
頁＋白黒写真アート 26頁 宗教法人大本 目下絶版）である。この


































誌 追補版』（1981年 巨椋池土地改良区），岡本省吾「芦生演習林樹木誌」（1941年 『京大農演習林報告』13），





京都府生物教育会（編）『京都の生物教育』（1999年 日本生物教育会第 54回京都大会実行委員会 1―21頁）
に村田 源によって「京都府の植物」として植生の概要と共にフローラ関係の文献もまとめられている。
図 94．京都府草木誌









Phytotaxonomica et Geobotanica』の誌名を継承し第 52巻より出版，新しく和文誌は『分類』という誌名で
第 1巻より発刊されることになって今日に至っている。
アマチュア植物同好会としては「京都植物同好会」があり，京都府下のフローラの研究に対しては最も中心
的な役割と活動を行っている。年間 12，1，2と 7，8月を除いて各月毎に野外観察会を行い，毎年 1回（1
月または 2月）に総会と講演会を行っている。創立は 1952年で会誌として『京都植物』が刊行されている。

















































『京都府レッドデータブック 2002 上 野生生物編』（935
頁），『京都府レッドデータブック 2002 下 地形，地質，自
然生態系編』（471頁）が 2002年 4月に刊行された。植物で
は絶滅種，絶滅寸前種，絶滅危惧種，準絶滅危惧種，要注目種





















報告』第 10冊 61―143頁 京都府） 京都大学理学部生態研究施設深泥池研究グループ「深泥池浮島の生態
学的研究」（1981年 『深泥ヶ池の自然と人』京都市文化観光局）がある。
（村田 源 〒615―8282 京都市西京区松尾大利町 20―55）
図 95．京都府レッドデータブック 2002 上

















































ある。以下に主なものを記す。 図 96．増補改訂版 大阪府植物誌
December 2002 J. Phytogeogr. Taxon. Vol. 50. No. 2
－ 207 －
梅原 徹・栗林 実．1991年．滅びつつある原野の植物．Nature Study 37（8）：3―7頁．
大阪府（編）．1989年．天野山の自然とその保全．大阪府，大阪．（梅原 徹氏が執筆，標本引用を報告書レ
ベルで行った画期的リスト）


















村田 源．1954～1988年．近畿地方植物誌 1～30．兵庫生物 2（4―5）～9（4）．（KYOの標本にもとづく目
録）













「琵琶湖産水草目録」（第 2巻第 11号），「収蔵標本目録 1」（第





























※閲覧：事前に植物研究室スタッフに連絡。〒546―0034 大阪市東住吉区長居公園 1―23 大阪市立自然史博




























































（藤井伸二：〒546―0034 大阪市東住吉区長居公園 1―23 大阪市立自然史博物館）





『兵庫県植物目録』（1971年 紅谷進二（編） 六月社 173頁）以
来全県的にまとまったものは刊行されていない。木本に限れば，『兵
庫県の樹木誌』（1995年 橋本光政（編） 兵庫県 678頁）がある。
この本は 1―372頁が写真，477―651頁が目録で，また 56頁にわたる
研究史物語がある。モノグラフとしては『兵庫県イネ科植物誌』（1995







70町と神戸市 9区の計 99区画に分けている）あたり，原則として 1
標本が引用されている。
地域的な植物誌としては『西神戸（神戸市西区及びその周辺地域）
の植物』（1989年 小林禧樹 同発行 141頁），『淡路島の植物誌』
（1992年 小林禧樹 自然環境研究所発行 217頁），『六甲山地の植
物誌』（1998年 小林禧樹・黒崎史平・三宅慎也 神戸市公園緑化協
会発行 301頁）があり，いずれも目録には証拠標本が引用されてい












































戸の植生 改訂版』（2000年 武田義昭（監修） 神戸市環境局）や
『大屋町史 自然編』（2001年 第 2章植物第 1節植生 141―157頁
武田義明，栗山みどり分担）などがある。前者には「神戸の植生 CD
-ROM版」が，後者には「大屋町現存植生図」がつけられている。
（黒崎史平：〒658―0065 兵庫県神戸市東灘区御影山手 1―18 頌栄
短期大学 TEL：078―842―2541 FAX：078―851―2154 E-mail：
kurosaki@glory-shoei.ac.jp）
図 101．ひょうごの野生植物










































































（北川尚史：〒619―1303 京都府相楽郡笠置町草田切 28番地 TEL & FAX：0743―95―2588）



















































December 2002 J. Phytogeogr. Taxon. Vol. 50. No. 2
－ 215 －
版部 絶版），熊野路編さん委員会（編）『熊野中辺路 大塔山系の自然』（1973年 熊野中辺路刊行会），『く
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（山元 晃：〒649―7161 和歌山県伊都郡かつらぎ町笠田東 968―2）
図 104．保護上重要なわかやまの自然



























































（2000年 鳥取県），『鳥取砂丘調査報告書（第 2集）』（1964年 鳥取県教育委員会），『昭和 54年度天然記
念物鳥取砂丘特別調査報告書』（1980年 鳥取市教育委員会）などがあり，多くは群落組成が示され，植生図
も付録されている。
文化財関連では，生駒義博（編）『天然記念物緊急調査 31 鳥取県』（1973年 文化庁），越智春美（分担




（清水寛厚：〒680―0001 鳥取市浜坂 5―5―9 TEL & FAX：0857―27―0871 E-mail：shim@fed.tottori-u.ac.
jp）








































（村喜則：〒690―0823 島根県松江市西川津町 2627―5 TEL
& FAX：0852―26―2667）
図 106．しまねレッドデータブック 植物編













本文教出版），西原礼之助・古屋野 寛『岡山の樹木』（1981年 日本文教出版），羽賀 実『岡山の野の花






























































（狩山俊悟：〒710―0046 岡山県倉敷市中央 2―6―1 倉敷市立自然史博物館 TEL：086―425―6037 FAX：
086―425―6038 E-mail：muskari@city.kurashiki.okayama.jp）
図 108．岡山県の貴重な種子植物














物 678“種”，地衣植物 440“種”，淡水藻類 1,257“種”が載
録されている。種子植物では，ツガなど 52種について，堀川
芳雄博士の考案した 3面法による分布図が付されている。こ
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印刷になっていないが，種子植物 284種，シダ植物 44種，コケ植物 53種，植物群落 145地点が載録されて
いる。平成 14年度には現地調査と，さらに検討作業が続けられている。広島市でも独自のレッドデータブッ
クの作成が進められ『広島市の生物－まもりたい生命の営み－』（広島市 2000年）が刊行された。これには，




島県 環境庁委託 1978年）があり，県内の代表的な植物群落の組成表がある。この追跡調査として，『第 3
回自然環境保全基礎調査特定植物群落調査報告書（広島県）』（環境庁 1988年）がある。第 4回調査も行わ
れたが，その報告書は印刷されていない。鈴木兵二他『広島県の植生図』（広島県 1979年）は 1 : 200,000
の植生図とその解説書である。さらに，『広島県の現存植生図』（広島県 1979年）があるが，これは 1 : 50,000
の植生図のみで，解説書はない。県内の地域植生については，前掲の各地の報告書の中に多数ある。
（関 太郎：〒738―0027 広島県廿日市市平良山手 3―26 TEL & FAX：0829―32―5513）










































いる。秋芳町立の秋吉台科学博物館（〒754―0511 美祢郡秋芳町秋吉台 TEL：0837―62―0640 生物担当：
中村 久）では秋吉台の地質，生物などの調査を行っている。植物についてはホームページでの紹介も行って
いる（http : //www.ymg.urban.ne.jpから）ほか研究報告書（現在第 34号発行）や調査報告書も逐次発行し
ている。また，県内の調査を主体に活躍している会には「山口県植物研究会」（〒744―0002 下松市上豊井万
福寺 TEL：0833―41―3495 真崎 博方）がまずあげられる。故岡 国夫を中心に活動し，現在も県内の植
物相の調査などを積極的に行っている。県のレッドデータブックをまとめるときにも，中心になって活躍した。
このメンバーの一人が中心になって「里山自然誌の会」（〒753―0024 山口市金古曽 8―3 TEL：083―924―
図 111．山口県植物誌
図 112．山口県産高等植物目録
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6798 三宅貞敏方）も作られている。レッドデータブック作成に貢献した会としては「山口植物学会」（会長：





















種の内訳は絶滅危惧 IA類 273種，絶滅危惧 IB類 47種，絶滅














（鈴木和雄：〒753―8502 山口市桜畠 3―2―1 山口県立大学 TEL：083―928―5447 E-mail：suzuki@
yamaguchi-pu.ac.jp）
図 113．レッドデータブックやまぐち














































































絶滅危惧 I類が 533，絶滅危惧 II類が 156，準絶滅危惧が 19，













（木下 覺：〒771―0372 徳島県鳴門市北灘町粟田字東傍示 288―1 TEL & FAX：088―682―0215． 小川
誠：〒770―8070 徳島県徳島市八万町向寺山 徳島県立博物館 TEL：088―668―3636 FAX：088―668―
7197 E-mail：ogawa@staff.comet.go.jp）
図 115．徳島県の絶滅のおそれのある野生生物




















































（久米 修：〒761―8074 香川県高松市太田上町 78―11 香川植物の会 TEL：087―889―4765）






























































（相原英二：〒790―0842 愛媛県松山市道後湯之町 14―23 TEL & FAX：089―921―2357 E-mail：eaihara@
muj.biglobe.ne.jp）








































































































（矢原徹一：〒812―8581 福岡市東区箱崎 6―10―1 九州大学大学院理学研究院 TEL：092―642―2622 FAX
: 092―642―2645）
図 120．福岡県植物目録 





























































1996年 佐賀県生物部会）にまとめられている。また，『日本植生誌 九州』（1981年 至文堂）に佐賀県の
植物群落についての記述が散見される。
（上赤博文：〒849―0303 佐賀県小城郡牛津町牛津 152―4 TEL：0952―66―3049 E-mail：edq 41979@
saga-ed.go.jp）

































































































































（高宮正之：〒860―8555 熊本県熊本市黒髪 2―39―1 熊本大
学理学部 TEL & FAX：096―342―3428 E-mail：lycopod@
aster.sci.kumamoto-u.ac.jp）
図 126．熊本県の保護上重要な野生動植物

































を刊行した。これには，高等菌類 41科 420種，苔類 28科 228種，蘚類 45科 336種，シダ植物 24科 321




（蘚類），シダ植物，種子植物の 4分野構成の「大分県産植物の概要」，「植物目録」（4分野計 261科 3,357種
類）を掲げ，生育地，確かな文献と標本に基づく産地を記載し，種を代表とする標本番号，分布量等を添えて
ある。分布の特徴的な植物については 309種の分布図を掲載し，さらに，「大分県を Type localityとする植
物」92種，タイプ標本写真 32葉を取りまとめ，末尾に「大分県植物名方言」，「大分県の天然記念物等」を添
えてある。B 5判，806頁。
なお，『新版 大分県植物誌』発刊後，14年を経過した 2003年 3月に，荒金正憲個人による全頁カラーの




○『耶馬渓植物目録』（1958年 山崎利秋 耶馬渓文化協会 44頁）。
○『大分県生物学会調査報告書』（1960～1965年）。『屋久島』（1960年），『黒岳』（1961），『釈迦・御前』（1962
図 127．新版 大分県植物誌































































































調査研究に当て，4年目の 2001年に『レッドデータブックおおいた』（A 4判 506頁）が刊行された。全選
定種は 13分類群 1,135種，植物は，シダ植物 102種，種子植物 606種，コケ植物 31種が掲載されている。
最終年の 2002年には，その『普及版』（B 5判 239頁）が発行されて，この当該委員会の編纂作業は完了し

























○『植生調査報告書』（1976年 大分県 86頁），「第 2回自然環境保全基礎調査」－59調査地の植生調査資
料。




○『植生調査報告書』（1987年 環境庁 97頁），「第 3回自然環境保全基礎調査」－47調査地の植生資料。
























































































科・生物部会 鉱脈社 市販）に概論的に，『みやざきの自然』（1989～2002年 終刊 坂元守雄（発行）市
販）には特殊な山塊などを報告をしている。群落の重要度は県版レッドデータブック『宮崎県の保護上重要な
野生生物』にまとめている。
（南谷忠志：〒880―0913 宮崎県宮崎市恒久 5―4―7 TEL & FAX：0985―54―3879）
図 130．宮崎県版レッドデータブック




































山下 弘『奄美の野生蘭』（1991年 自費出版）をはじめ川原勝征『霧島の花』（1998年 南方新社），片







































類を合計すると北海道は 374種類，沖縄が 362種類，長野県は 292種類であるが，鹿児島は 419種類にのぼ
る（環境庁では鹿児島にはないとされても，実際は分布する種を加えてあるので，数字は少し違っている）。
九州では鹿児島についで危惧種の多い宮崎は 279種類が記録されている。絶滅の危険性の著しく高い危惧 I

















（堀田 満：〒890―0081 鹿児島市唐湊 4―6―18 西南日本植物情報研究所 TEL：099―812―2005 FAX：
099―812―2005 E-mail：Mitsuru.Hotta@mb 9.seikyo.ne.jp ; hotta@k-kentan.ac.jp）










版），初島住彦『琉球植物誌（追加・訂正）』（1975年 沖縄生物教育研究会），E. H. Walker『Flora of Oki-
nawa and the Southern Ryukyu Islands』（1976年 Smithsonian Institution Press 絶版）がある。
沖縄県や琉球を対象とした植物誌あるいは植物目録として，
F. B. Forbes and W. B. Hemsley「An enumeration of all
the plants known from China proper, Formosa, Hainan,
Corea, the Luchu Archipelago, and the Island of
Hongkong」（1886―1905年 『J. Linn. Soc. Bot．』第 23，26，
36巻），T. Ito and J. Matsumura「Tentamen Florae
Lutchuensis」（1899年 『J. Sci. Coll. Imp. Univ. Tokyo』第
12巻 未完），H. Kuroiwa「A list of phanerogams collected
in the southern part of Isl. Okinawa, one of the Loochoo
chain」（1900年 『Bot. Mag. Tokyo』第 14巻），坂口總一
郎『沖縄植物 総 目 録』（1938年 石 塚 書 店 絶 版），G.
Masamune「Enumeratio Tracheophytarum Ryukyu Insu-
larum」（1951―1964年 『Sci. Rep. Kanazawa Univ．』第 1
―9巻），園原咲也・多和田眞淳・天野鉄夫・E. H. Walker
『Flora of Okinawa 沖縄植物誌』（1952年 United States







年 でいご出版社），初島住彦・天野鉄夫『増補訂正 琉球植物目録』（1994年 沖縄生物学会），島袋敬一『琉
球列島維管束植物集覧』（1990年 ひるぎ社 絶版），島袋敬一『琉球列島維管束植物集覧 改訂版』（1997
年 九州大学出版会）等がある。なお，初島住彦・天野鉄夫『増補訂正 琉球植物目録』の CD-ROM版が沖
縄生物学会から発行される予定である。
この他に図鑑あるいは植物誌としては，園原咲也『琉球有用樹木誌』（1952年 琉球林業試験場集報第 2
号 絶版），E. H. Walker『Important Trees of the Ryukyu Islands 琉球重要樹木誌』（1954年 United
States Civil Administration of the Ryukyu Islands 絶版），L. A. Garay and H. R. Sweet『Orchids of
Southern Ryukyu Islands』（1974年 Botanical Museum, Harvard University 絶版），多和田真淳・高良
拓夫『沖縄の山野の花』（1975年 風土記社 絶版），天野鉄夫『琉球列島植物方言集』（1979年 新星図書
絶版），初島住彦・中島邦雄『琉球の植物』（1979年 講談社 絶版），池原直樹『沖縄植物野外活用図鑑 全




県立博物館），宇井晋介・亀崎直樹『沖縄海中生物図鑑 第 6巻 海藻・海浜植物』（1988 年 新星図書），天
野鉄夫『図鑑 琉球列島有用樹木誌』（1989年 沖縄出版 絶版），いじゅの会『親子で見る沖縄の身近な植
図 132．琉球植物誌
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物図鑑』（1990年 沖縄出版），嘉弥真国男『沖縄の蜜源植物』（2002 年 沖縄タイムス社）等がある。
なお，大井次三郎『日本植物誌 顕花篇 改訂増補新版』（1978年 至文堂）までは琉球と記述されていた






島嶼ごとに配列した）。沖縄県文化振興会公文書管理部（編）『沖縄県史 資料編 13 硫黄鳥島』（2002年
沖縄県教育委員会），仲田清英（編）『伊平屋列島文化史』（1974年 私家版），伊是名村史編集委員会（編）『伊
是名村史 下巻』（1989年 伊是名村），仲田栄二『ふるさとの草木 伊是名諸島の植物図鑑』（1995年 伊
是名村教育委員会），新里孝和・嵩原建二『伊江島の植物図鑑』（2002年 伊江村教育委員会），『大宜味村文




年 沖縄市郷土博物館），西原町史編纂委員会（編）『西原町史 第 4巻 資料編 3 西原の民俗』（1989年
西原町），佐敷町史編集委員会（編）『佐敷町史 3 自然』（1989年 佐敷町），南風原町史編集委員会（編）『南
風原町史第 2巻 自然・地理資料編』（1997年 南風原町），仲真良英『津堅島植物目録』（1978年 私家版），
北大東村誌編集委員会（編）『北大東村誌』（1986年 北大東村），南大東村誌編集委員会（編）『南大東村誌
改訂版』（1990年 南大東村），天野鉄夫『粟国島植物目録』（1981年 粟国村教育委員会），渡名喜村（編）
『渡名喜村史 上巻』（1983年 渡名喜村），いらぶの自然編集委員会（編）『いらぶの自然 植物編』（1995
年 伊良部町），滝口 宏（編）『沖縄八重山』（1960年 校倉書房 絶版），渋谷加奈子『与那国島の植物』（1995




沖縄の植物相の研究史は，初島住彦『琉球植物誌（追加・訂正）』，天野鉄夫『沖縄県史 5 文化 1 各論編
4』の第 8章（1975年 沖縄県教育委員会・国書刊行会），高良鉄夫・天野鉄夫『沖縄動植物研究史』（1977





一般向けの図書としては，沖縄生物教育研究会（編）『生態写真集 沖縄の生物』（1976年 新星図書 絶
版），木崎甲子郎（編）『琉球の自然史』（1980年 築地書館 絶版），沖縄地学会（編）『日曜日の地学 14
沖縄の島じまをめぐって』（1982年 築地書館 絶版），日本生物教育会沖縄大会沖縄の生物編集委員会（編）
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植物地図 沖縄県』（1976年 国土地理協会），『第 3回自然環境保全基礎調査（植生調査） 現存植生図 沖
縄県』（1979―1985年 環境庁 29葉），『沖縄大百科事典 全 4巻』（1983年 沖縄タイムス社），宮脇昭（編）


























（横田昌嗣：〒903―0213 沖縄県中頭郡西原町千原 1 琉球大学理学部海洋自然科学科 TEL：098―895―
8544 FAX：098―895―8576 E-mail：yokota@sci.u-ryukyu.ac.jp）
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